
会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 9 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 2,238 2064 人
ⅱ 68 68 ％
ⅲ 29,398 29407 世帯

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 30,000 21,010
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）

一般財源（千円） 30,000 21,010
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 21,166
H24⇒25繰越 0
補正 0
流用・充当 0

0

③達成状況 完了
現年分 21,010

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績 21,010千円
21,166 21,166 21,010

H24からの繰越

③上記評価の理由 受所自治会館建替の補助金を交付した。

①平成25年度の計画
受所自治会館解体・新築事
業への補助金交付

平成25年度事業費の状況（単位；千円）
計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充
ⅳ効率性 3高い

33,623

①課題（目的に対す
る現状など）

自治会集会所の建て替えを希望している自治会が複数あることから、それぞれの
自治会とのヒアリングを実施し、実施計画に計上していく。

1,010 受所自治会館解体

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

20,000 受所自治会館建設

金額（千円） 内容 33,623

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

自治会集会所の老朽化が進んでいることから、早期着工、早期建設に向けた要望
が増加することが予想される。

①平成25年度の事
業の成果

受所自治会館の解体及び建設事業に対し、２１，０１０千円の補助金の交付を行っ
た。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

ふれあいラリー参加者 業務取得
自治会加入率 業務取得

自治会加入世帯数 業務取得

①目的
自治会集会所の建設を予定
している自治会

意図（対象をどう
するのか）

地域コミュニティと自治会活動の活性化
を図り、自治会加入率増加にもつなが
る。

②事務事業の概要
自治会が集会所を建設する際に、その整備費の一部を助成する。
補助対象経費　事業費の8/１０以内
限度額　新築及び用地取得　33,000千円・新築のみ23,000千円　・解体1,500千円

施策 141個性豊かなコミュニティづくり 笠井　真利子

①前回
の評価
で掲げ
た内容

新築及び用地取得の場合で最高３，０００万円の補助金が
受けられることで、自治会の負担へ軽減されるが、市の財
政状況を考慮し、かつ、着実な建設促進を行うため、見直し
が必要と考える。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

鎌ケ谷第二区連合自治会館建て替
えの補助を行う。②①に

基づく
取組み
結果

「自治会集会所の新築に係る補助金交付基準」の見直しを
図り、労務単価の上昇分と消費税アップに伴い補助金限度
額について最高３，３００万円の補助が受けられることと
なった。

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 自治会集会所整備助成事業

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 13 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 17,958 人
ⅱ 8,382 千円
ⅲ 467 円

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 43,713 48,468
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）

一般財源（千円） 43,713 48,468
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

③達成状況
現年分

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績
H24から
の繰越

③上記評価の理由 洋式トイレ化及び誘導雷防止装置の設置を行い、利用者サービスの向上を図った。

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充
ⅳ効率性 3高い

50,291

①課題（目的に対す
る現状など）

コミュニティセンター３館（鎌ケ谷、南初富、道野辺中央）について、「民間委託推進
計画」の位置づけのもと指定管理者制度の導入について検討を行う必要がある。

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

48,468 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ維持管理費
金額（千円） 内容 50,291

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

利用人数は平成２４年度以降増加傾向にあり、今後も利用方法や施設・設備等に
ついて検討・改善を行うことで、更なる増加が予想される。

①平成25年度の事
業の成果

　市内６ヶ所のコミュニティセンターを管理運営することにより、市民福祉の向上と人
間性豊かな地域社会の形成に大きく貢献した。
　平成２５年度の総利用者は、１０７，７４８人であった。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

①１施設当たりの利用者数（利用者数/コミュニティセンター数） 業務取得
②１施設当たりの管理運営費（管理運営費/コミュニティセンター数） 業務取得
③一人当たりの管理運営費（管理運営費/利用者数） 業務取得

①目的 地域住民
意図（対象をどう
するのか）

市民相互の交流を深め、人間性豊
かな地域社会の形成を図る。

②事務事業の概要
　地域住民の自主的な活動の場を確保し、もって市民相互の交流を深め、市民福
祉の向上と人間性豊かな地域社会の形成を図るため、市内６ヶ所のコミュニティセ
ンター（鎌ケ谷、南初富、道野辺中央、北中沢、くぬぎ山、粟野）を管理運営する。

施策 141個性豊かなコミュニティづくり 笠井　真利子

①前回
の評価
で掲げ
た内容

コミュニティセンター利用者向上のため市内４館（くぬぎ山、
北中沢、鎌ヶ谷、南初富の各コミュニティセンター）に洋式ト
イレを設置する。また、雷から施設を守る「誘導雷防止装
置」を６コミュニティセンターと軽井沢集会所に設置する。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

非常勤職員が常駐する３館（鎌ケ
谷、南初富、道野辺中央）につい
て、指定管理者制度を導入するた
めの手続きを行う。

②①に
基づく
取組み
結果

洋式トイレ及び誘導雷防止装置を各コミュ
ニティセンターに設置した。

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 コミュニティセンターの管理運営に関する経費

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 13 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 17,958 人
ⅱ 8,382 千円
ⅲ 467 円

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 16,348 17,354

国支出金（千円） 500

県支出金（千円）

市債その他（千円）

一般財源（千円） 16,348 16,854
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 5,313
H24⇒25繰越

補正 62,505
流用・充当 -1,627

③達成状況 未完了
現年分 17,354

④未完了・非着手の理由 ２ヶ年繰越事業
平成26年度への繰越額（単位；千円） 48,837

②計画に対する事業実績
北中沢コミュニティセンター外壁・屋上防
水工事及び空調改修工事

67,818 66,191 17,354

H24から
の繰越

③上記評価の理由
北中沢コミュニティセンターの外壁・屋上防水及び空調設備改修工事を実施した。
（Ｈ２６繰越）

①平成25年度の計画 公共施設の長寿命化計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充
ⅳ効率性 3高い

68,837

①課題（目的に対す
る現状など）

各施設の老朽化が進み、維持管理・修繕費用がかさむ状況となっている。

3,528 外壁・屋上防水及び空調設備改修工事実施設計委託(北中沢コミセン)

861 外壁・屋上防水改修工事実施設計委託（南初富コミセン）

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

12,800
空調設備改修工事
（北中沢コミセン）

金額（千円） 内容 68,837

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

各施設とも老朽化が進み、今後も修繕が必要となることが予想される。

①平成25年度の事
業の成果

北中沢コミュニティセンター外壁・屋上防水、空調設備改修工事実施設計及び工
事。南初富コミュニティセンター外壁・屋上防水工事実施設計。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

①１施設当たりの利用者数（利用者数/コミュニティセンター数） 業務取得
②１施設当たりの管理運営費（管理運営費/コミュニティセンター数） 業務取得
③１人当たりの管理運営費（管理運営費/利用者数） 業務取得

①目的 地域住民
意図（対象をどう
するのか）

コミュニティセンターの適正な維持管理を図ること
により、地域コミュニティの活性化を図る。

②事務事業の概要
　老朽化した北中沢コミュニティセンターの外壁・屋上防水の改修工事及び空調設備の改修工事を行
う。(平成２５年度、平成２６年度の２カ年事業）
　また、南初富コミュニティセンター外壁・屋上防水改修工事を行うにあたり、実施設計を行う。

施策 141個性豊かなコミュニティづくり 笠井　真利子

①前回
の評価
で掲げ
た内容

公共施設の長寿命化を図るため、経年劣化した施設の改
修を行う。今年度は、北中沢コミュニティセンターの外壁・屋
上防水及び空調設備改修工事が平成２６年度に実施され
るにあたり設計委託を行う。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

経年劣化したコミュニティセンターを
計画的に改修する。２６年度は、北
中沢コミュニティセンター外壁・屋上
防水、空調設備改修工事を前年度
から繰越し行う。また、南初富コミュ
ニティセンター外壁・屋上防水工事
を行う。

②①に
基づく
取組み
結果

北中沢コミュニティセンターの外壁・屋上外
壁工事の設計を行い、工事を発注した。
（Ｈ２６繰越）

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 コミュニティセンター等改修事業

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課
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